
毎日が楽しみ
南部 年孝さん（71）

　ピカピカの新車で、購買に籾種の消毒薬
を購入に来られた南部さん。須崎市の運送
会社を退職し、現在は専業農家としてお米
作りと家庭菜園に勤しんでいます。
　奥様と２人の生活ですがお孫さんの成長
を楽しみに、悠々自適の生活を送っていきた
いとのことでした。

　甘とう（約700本）、畜産（現在18頭を
飼育）、椎茸の複合経営を行っています。
　12年ほど前にサラリーマンをやめ、地元
に戻り椎茸栽培を開始。「 地域の人たちに
いろいろ教えてもらい、助けられた。若者が
農業で生計を立てられることができる、そん
な手本となりたい」と熱い思いを語っていた
だきました。

地域に若者が増えてほしい
玉川 歳倍さん（67）
　　福子さん（68）

　ゴルフが大の趣味という、川上さん。月に１度はコー
スを回るとのこと。仕事の合間に、義理のお母さんか
ら田舎寿司の味を受け継ぐように特訓中です。「 母に
習いながら、おいしいサバ寿司を伝授していきたいと
思います」と笑顔で話します。

趣味はゴルフ！
川上 妃佐子さん（62）

　就農８年目を迎える中嶋さんは、約34アールでの
ミョウガ栽培に信念を持って取り組んでいます。就農
前は美容師やバーテンダーを勤めたこともあり、趣味
は音楽。秋に開かれる台地祭りでは、旧JA四万十踊
り子隊の音響担当として活躍しています。

作曲もしてます
中嶋 新さん（37）

興津支所管内より

東津野支所管内より

　大和運輸は日本各地に商品を配送している運送会
社です。四万十管内では主に肥料や飼料の配送や、
お米の集荷等いろいろな業務を行っています。安心安
全をモットーに迅速丁寧に商品をお届けします。今回
写真を撮らせて頂いた宮本さん、カメラを向ければ自
然と笑顔に！！　明るく楽しく仕事を頑張っています。

配達はお任せください！
（有）大和運輸 宮本 拓也さん（44）

四万十支所管内より

大野見支
所管内よ

り

梼原
支所
管内
より

みやもと たく や

たま がわ　とし ます

ふく　こ

なん ぶ　としたか

なかじま　あらた

かわかみ　ひ さ こ
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四万十地域四万十地域

津野山地域

津野山地域津野山地域

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

鳥獣被害対策先進地視察

四万十地域

『営農指導体制検討会』を開催

　

３
月
22
日
、
四
万
十
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
管
内
の
生
産
部
会
の
営
農
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
、
そ
れ
を
置
く
部
会

長
が
集
ま
り
、
営
農
指
導
体
制
検
討

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

営
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
、
管
内

の
篤
農
家
が
生
産
者
の
圃
場
を
ま
わ

り
、
栽
培
方
法
の
確
認
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
も
の
で
、
平
成
17
年
度
か

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
組
合
長
か
ら

委
嘱
さ
れ
、
品
目
担
当
営
農
指
導
員

と
協
力
し
て
指
導
体
制
の
強
化
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
一
年
の
活
動
の
総
括

を
兼
ね
て
各
品
目
の
状
況
報
告
を

行
っ
た
後
、
参
加
者
と
今
後
の
発
展

の
た
め
の
意
見
を
交
わ
し
、
充
実
し

た
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
の
鳥
獣
被
害
対
策
専

門
員
は
２
月
28
日
、
三
重
県
伊
賀
市

阿
波
地
区
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
被
害
対
策

の
視
察
を
し
、
高
西
地
区
か
ら
は
３

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
は
、
県
が

委
託
す
る
「
野
生
鳥
獣
に
強
い
高
知

県
づ
く
り
事
業
」
で
集
落
を
支
援
す

る
専
門
員
で
、
食
害
を
防
ぐ
方
法
や

柵
の
設
置
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

三
重
県
の
獣
害
対
策
先
進
技
術
管

理
組
合
理
事
で
兵
庫
県
立
大
学
教
授

の
山
端
直
人
さ
ん
か
ら
、
餌
場
と
な

る
不
要
果
樹
の
除
去
や
耕
作
放
棄
地

や
藪
を
な
く
す
「
予
防
」、
柵
で
の

囲
い
と
追
い
払
い
を
実
施
す
る
「
治

療
」、
捕
獲
に
よ
り
個
体
調
整
を
す

る
「
手
術
」
の
被
害
対
策
３
要
素
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
ニ
ホ
ン
ザ
ル
被

害
対
策
が
成
功
し
た
事
例
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
捕
獲
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
大
型
囲
い
ワ
ナ
の
視

察
を
行
い
、
実
際
に
ス
マ
ホ
を
利
用

し
て
遠
隔
操
作
を
体
験
。
今
後
、
地

域
で
の
応
用
を
目
指
し
対
策
を
立
て

て
い
き
ま
す
。

黄色い傘で安全な通学を興津園芸部中間検討会

　

興
津
園
芸
部
は
３
月
14
日
、
主
要

取
引
市
場
関
係
者
８
名
を
招
き
中

間
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
農
協

か
ら
産
地
の
生
産
出
荷
状
況
に
つ

い
て
、
今
作
は
比
較
的
良
好
な
作
柄

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
行
い
、

市
場
か
ら
は
都
市
部
で
の
販
売
状

況
や
価
格
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
興
津
地
区
で
は
主
に

ミ
ョ
ウ
ガ
や
ピ
ー
マ
ン
を
生
産
し

て
お
り
、
今
後
も
高
品
質
な
農
産
物

の
出
荷
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

会
議
終
了
後
は
交
流
会
を
行
い
、
市

場
と
の
良
好
な
関
係
を
築
く
有
意

義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

津
野
山
茶
生
産
組
合
は
３
月
15

日
、
発
足
50
周
年
を
迎
え
、
津
野

町
役
場
西
庁
舎
で
記
念
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。「
つ
の
茶
」
は
室

町
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
歴
史
を

持
ち
、
江
戸
時
代
に
は
土
佐
藩
に

献
上
し
て
い
た
記
録
が
残
る
土
佐

の
三
大
銘
茶
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

白
石
文
明
組
合
長
は
「
茶
の
産

地
化
に
よ
り
村
や
町
の
イ
ン
フ
ラ

が
整
備
さ
れ
、
生
活
が
豊
か
に

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
安
全

な
お
茶
を
消
費
者
に
届
け
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

し
き
み
生
産
部
会
は
３
月
22

日
、
平
成
30
年
度
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

部
会
で
は
生
産
者
の
高
齢
化
や

放
棄
園
な
ど
問
題
も
あ
り
、
出
荷

は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
林
業
事
務
所
も
総
会
に
参
加

さ
れ
課
題
解
決
に
向
け
て
の
意
見

交
換
会
が
出
来
ま
し
た
。
津
野
山

の
し
き
み
は
主
に
岡
山
や
京
都
で

重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
防
除
講
習
や
目
慣
ら
し

な
ど
適
宜
に
行
い
、
良
品
生
産
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

茶生産組合結成50周年記念大会しきみ生産部会総会を開催

意見を交わす参加者ら

雨の日も元気に登校してね市場からの報告

これからも安心安全なお茶を作っていきます現地で意見を交わす生産者ら

視察に参加した鳥獣被害対策専門員ら

　

四
万
十
支
所
共
済
課
Ｌ
Ａ （
ラ
イ

フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
は
３
月
、
町
内

８
つ
の
小
学
校
の
新
入
学
児
童
へ
合

計
１
０
０
本
の
交
通
安
全
傘
を
贈
り

ま
し
た
。

　

同
課
で
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
毎
年
傘
の
寄
贈
を
行
っ
て
お

り
、
交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
、
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
声
掛
け
な
ど
事
故
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

四
万
十
町
立
窪
川
小
学
校
で
は
、

塩
見
悠
矢
Ｌ
Ａ
か
ら
川
添
節
子
校
長

先
生
へ
傘
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
登

下
校
中
の
事
故
に
注
意
し
て
、
勉
強

や
遊
び
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
！



その前に！！
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田植えも終わり、
そろそろ水稲除草剤の散布・・・

　四万十管内での田植えも始まり、水稲除草剤を使用する時期に入ります。除草剤の使用は、雑草からの養分競
合を防ぎ、稲の初期生育の促進と除草作業の軽減につながる重要なポイントです。
　これから除草剤を使用する前に、一度以下の事項を確認し、除草剤を上手に効果的に使用しましょう。

商品名 成分数 使用量 使用時期 使用
回数 特性

１回

四万十地域より

水稲用除草剤の初期剤・
初中期一発剤の
上手な使い方
　雑草防除は除草剤による方法が主ですが、大きく分けて体系処理と一発処理の２つがあります。

　近年では一発処理剤やジャンボ剤による防除が主流ですが、薬剤中に含まれている有効成分によって有効な
草種が異なるので、圃場に発生する草種に合わせた薬剤を使用することも大事になってきます。
　初期剤、初中期一発剤といった湛水土壌処理剤をしっかり効かせるためには、薬剤処理後は少なくとも３～
４日間、水深を３～５cmに保ち、土壌表面に薬剤の処理層を形成させることが重要です。そのためには田面
を均平にし、漏水を極力防ぐ圃場作りを心がけましょう。また、周辺環境の保全のためにも、農薬が土壌など
に落ち着くまでの７日間は、落水及びかけ流しは行わないように徹底しましょう。 

津野山地域より

●体系処理　　　　　初期剤と中後期剤を用いて、除草剤を２～３回散布する方法
●一発処理剤　　　　薬剤の１回散布だけで防除を済ませる方法

４ ３kg
/10アールクサトッタ粒剤 移植直後からノビエ２葉期まで

ただし、移植後30日まで 初期一発除草剤

２
500ml
/10アール

ダッシュワン
フロアブル

植代後～移植前７日前まで
移植直後～ノビエ１葉期
ただし、移植後30日まで

原液湛水散布

４ １kg
/10アール

《中後期剤》
レブラス粒剤

移植後14日からノビエ４葉期まで
ただし、移植60前日まで 湛水散布

３ 500g
/10アールホームランＬジャンボ 移植後３日からノビエ２葉期まで

ただし、移植後30日まで

ノビエに対する残効性の
長い有効成分を含む
一発処理除草剤

５ 700g
/10アールゴウワンDLジャンボ 移植直後からノビエ２葉期まで

ただし、移植後30日まで
抵抗性雑草（ホタルイ）
にも有効

３ 500g
/10アールウィナーＬジャンボ 移植直後からノビエ2.5葉期まで

ただし、移植後30日まで
抵抗性雑草（ホタルイ、
コナギ、アゼナ）にも有効

紹介した商品やその他の剤については、
津野山営農経済センター購買課（0889－62－3501）にお問い合わせください。

※使用量、使用時期・回数等を十分注意して使用基準を守りましょう。

除草剤使用に際するチェックシート
（確認事項）

□散布前後に風が吹いていないか？
□藻類の発生はないか？
除草剤を散布するときに風や藻類の発生があると、
除草効果の低下のみでなく、薬害の原因ともなります。

□水口から水が入っていないか？
□水尻から水があふれていないか？
除草剤散布後に水が動いていると、除草効果の低下につながります。
水口だけでなく、水尻（排水）、畔際などを確認し、水の動きがないことを確認しましょう。

□畔からの漏水はないか？
□田面が露出していないか？
□田面の均平がとれているか？
田面が露出していると除草効果の低下だけでなく、雑草発生の原因ともなります。
除草剤の効果の面でも３～５センチの推移を確保し、
水の抜けやすい田んぼでは水位を保つ程度の差し水も有効です。

□雑草が発生しているか？
□雑草が大きくなりすぎていないか？
□雑草に合った除草剤か？
除草剤の散布のタイミングは、田面から雑草の芽（約１～２㎝）が見え始めた頃です。
タイミングが遅れると枯死しない雑草が残ったり、
逆に早すぎると除草効果が長く得られないこともあります。
圃場の雑草をよく観察し除草剤の種類やタイミングを決めましょう。
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春
の
雪
う
す
う
す
足
摺
隠
し
た
る

手
短
に
返
書
し
た
た
め
春
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

武
政
礼
子

嬰
児
に
尿
掛
け
ら
れ
て
う
ら
ら
け
し

降
り
出
し
に
物
焼
く
煙
り
二
月
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

市
川
和
美

冴
え
返
り
背
戸
の
辛
夷
の
未
だ
固
し

桑
田
山
の
雪
割
桜
見
て
飽
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

玉
川
治
美

春
炬
燵
猫
に
居
場
所
を
と
ら
れ
を
り

花
粉
症
鼻
水
涙
と
も
に
出
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
田
中
信
子

マ
ン
シ
ョ
ン
の
狭
庭
の
四
隅
梅
の
花

耳
遠
き
吾
囀
り
に
う
な
づ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

竹
内
春
猪

オ
カ
リ
ナ
に
吹
け
ば
偲
ば
ゆ
幼
き
日
「
た
き
火
」
の
歌
を
う
た
い
し
弟　
　

 

バ
ス
の
窓
を
一
瞬
に
過
ぐ
古
民
家
の
庭
の
小
さ
き
雪
つ
り
の
松　
　

文
旦
を
こ
よ
な
く
好
み
し
妹
よ
あ
の
世
に
宅
急
便
あ
れ
ば
い
い
の
に　
　

 

見
る
度
に
ほ
ほ
え
み
誘
う
キ
ッ
チ
ン
に
活
け
し
侘
助
の
あ
わ
き
も
も
い
ろ　

 

真
夜
中
に
救
急
車
で
孫
が
運
ば
れ
ぬ
守
っ
て
と
亡
き
祖
父
に
祈
れ
り

長
き
長
き
海
岸
線
を
駆
り
な
が
ら
昨
日
の
自
分
を
励
ま
し
て
ゐ
る　
　

俳   

句

【各支所連絡先】

大野見支所 0889－57－2321
東津野支所 0889－62－2211
興津支所 0880－25－0002

事故受付など　高西サービスセンター

0889－40－4141

㈱JAメモリアルこうち　津野山出張所

0889－40－1955

葬祭会館　ルミエール四万十

0880－22－5900

梼原支所（旧JA津野山本所）

0889－65－0111

四万十支所（旧JA四万十本所）

0880－22－0003

短   

歌

窪
川
短
歌
教
室

初
曾
孫
吾
に
抱
か
せ
る
男
の
孫
の
顔
が
に
わ
か
に
大
人
び
て
み
ゆ　
　

宿
毛
市
の
歴
史
館
に
名
を
か
か
げ
あ
る
紅
一
点
の
歌
人
北
見
志
保
子　
　
　

 

霜
白
き
落
ち
葉
に
の
ぞ
く
蕗
の
祖
父
あ
さ
き
み
ど
り
の
頭
巾
を
か
ぶ
る

じ  

い

あ
し
た

阿
字
観
の
座
に
春
日
さ
す
朝
か
な

黄
の
あ
ふ
る
中
洲
に
花
菜
真
っ
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

長
谷
部
延
子

引
く
波
に
よ
せ
来
る
波
に
椿
落
つ

四
万
十
川
の
瀬
の
色
変
え
て
鮎
は
ね
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

渡
辺
小
梅

柔
か
き
風
を
裾
野
に
山
笑
ふ

憂
き
事
に
寡
黙
の
ま
ま
や
枇
杷
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

西
森
美
好

カ
ー
テ
ン
の
隙
一
寸
の
初
明
か
り

わ
が
影
に
追
は
れ
つ
ま
づ
く
春
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

西
宮
正
衛

紅
椿
根
元
に
白
き
種
返
り

世
盛
り
の
牛
舎
解
体
霜
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

今
橋
孝
子

◆ 

◆ 

◆ 

お
た
よ
り
か
ら 

◆ 

◆ 

◆

霧
の
里
句
会

岡
村　

香
代
子

 

黒
岩　

や
よ
え

文
野　

美
恵
子

市
川　

隆
子

島
岡　

紀
美

市
川　

浩
子

 

岩
井　

房
子

 

北
村  

さ
ち
こ

 

中
内　

佐
登
美

高
知
県
内
広
く
て
、
知
ら
な
い
所
も
あ
り
ま
す
が
、「
こ
う
ぐ
り
」
で
情
報
を

得
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
梼
原
町　

55
才　

女
性
）

各
地
区
の
お
い
し
い
物
や
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
祭
り
、
と
っ
て
も

い
い
で
す
ね
。

（
津
野
町　

68
才　

男
性
）

季
節
に
よ
っ
て
の
花
が
見
え
て
生
け
花
の
ポ
イ
ン
ト
を
読
ん
で
飾
れ
る
の
で
う

れ
し
い
で
す
。

（
四
万
十
町　

70
才　

女
性
）

４
月
か
ら
２
年
生
な
の
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
や
さ
い
も
作
っ

て
育
て
た
い
で
す
。

（
四
万
十
町　

７
才　

女
の
子
）
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